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PRESS RELEASE 

JICA 長期研修員が道東地域の歴史・産業・自然を体験 

北海道最大の湖「サロマ湖」を学ぶ 

 
日頃より、弊機構の広報にご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

JICA は、日本の大学院に在籍する JICA 長期研修員（留学生）を対象とし、欧米とは異なる日本

の近代の開発経験等を学んでもらうため、地域の歴史・自然・文化等を学び経験する「地域理解

プログラム」を提供しています。このたび 9月 18 日～19 日に、北海道最大の湖であり、ホタテ養

殖の発祥の地でもあるサロマ湖を起点とし、佐呂間町・網走市・北見市にて、サロマ湖の成り立

ちや地域を支える資源、自然の魅力について学び体験するプログラムを実施します。武田佐呂間

町長にもご同行・ご解説を頂く予定としております（浜佐呂間農村活性化センター～富武士漁港）。 

つきましては、下記につき、御社での取材方、ご検討のほど宜しくお願いいたします。 

 

記 

プログラム名：北海道最大の湖「サロマ湖」の歴史・産業・自然を学ぶ旅  
研修員構成：計 30 名（帯広畜産大学、北見工業大学、北海道大学、酪農学園大学） 
日 程：2025 年 9 月 18 日（木）～9 月 19 日（金） 
言 語：英語（日英通訳あり） 

取 材 日 時：以下プログラムについて取材をご検討ください。 

 

1. 9 月 18 日(木)：12:50～15:00：浜佐呂間農村活性化センター、サロマ湖展望台、富武士漁港 

武田佐呂間町長により、サロマ湖の歴史や現状、開発ビジョンなどをご説明頂きます。また、漁

港では水揚げなどの設備を見学し、水産資源活用の実際について学びます。 

2. 9 月 18 日(木)：15:45～16:45：ところ遺跡の館 

北見市の学芸員による解説で、縄文・擦文時代の歴史を学びます。 

3. 9 月 19 日（金）：9:30～11:30：ワッカ原生花園・レンタサイクルで見学 

北海道遺産、網走国定公園内の原生花園をレンタサイクルで見学。ネイチャーガイドの解説のも

と、その植物や特徴的な地理について学びます。 

 

※住所：浜佐呂間農村活性化センター（佐呂間町字浜佐呂間 310 番地５）、サロマ湖展望台（常呂

郡佐呂間町浪速）、富武士漁港（常呂郡佐呂間町富武士）、ところ遺跡の館（北見市常呂町栄浦 371） 

ワッカ原生花園 （北見市常呂町字栄浦 242-1） 

※いずれも雨天時は屋内の見学等へ変更予定 

※このほかアザラシ観光船にも乗船予定、地域資源の観光活用の事例についても学びます。 

※取材可能な場合は、取材日前営業日（平日）正午までに下記までご連絡ください。 

 
【本件に関する問い合わせ先】 

JICA北海道センター（帯広） 宇陀（うだ） 

TEL：0155-35-1210  E-mail：obihiro_event▲jica.go.jp 

※▲を@に替えたものが正式なメールアドレスです。 


